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》
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橋
本
雅
邦
に
よ
る
掛
幅
《
孟
母
断
機
図
》（
個
人
蔵
）〔
図
1
〕
は
、
絹
本
著
色
、

本
紙
縦
三
五
・
三
、
横
五
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
あ
る
。
主
題
は
、
前
漢

の
儒
学
者
、
劉
向
が
編
纂
し
た
『
古
烈
女
伝
』（
母
儀
・
鄒
孟
軻
母
）
の
故
事
「
孟
母

断
機
」
で
あ
る
。
孟
子
が
学
業
を
途
中
で
放
棄
し
て
帰
省
し
た
際
に
、
孟
母
が
織
り

か
け
の
織
物
を
断
ち
、「
学
業
を
途
中
で
辞
め
て
し
ま
う
こ
と
は
、
こ
の
織
物
と
同
じ

こ
と
だ
」
と
云
い
、
孟
子
を
戒
め
た
故
事
で
あ
る
。
本
作
で
は
ま
さ
に
、
孟
母
が
孟

子
の
目
の
前
で
糸
を
断
ち
、
孟
子
に
問
い
掛
け
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

橋
本
雅
邦
（
一
八
三
五

－

一
九
〇
八
）
は
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
と
い
う
、
激
動

の
時
代
に
生
き
た
画
家
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
狩
野
芳
崖
（
一
八
二
八

－

一
八
八
八
）

と
並
び
、
近
代
「
日
本
画
」
の
原
点
を
築
き
上
げ
た
画
家
と
し
て
名
高
い
。
し
か
し
、

そ
の
画
業
は
近
代
化
の
波
に
左
右
さ
れ
た
と
い
え
る
。
次
に
、
簡
単
に
雅
邦
の
略
歴

を
紹
介
し
た
い①
。

　

雅
邦
は
、
江
戸
幕
府
の
奥
絵
師
四
家
の
一
つ
、
木
挽
町
狩
野
勝
川
の
院
邸
に
て
生

ま
れ
た
。
父
の
橋
本
晴
園
養
邦
は
、
川
越
藩
主
・
松
平
周
防
守
の
御
用
絵
師
で
あ
っ

た
。
父
に
七
歳
か
ら
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
、
一
一
歳

の
頃
に
、
木
挽
町
狩
野
派
一
〇
代
・
勝
川
院
雅
信
の
門
に
入
る
。
七
歳
年
長
の
芳
崖

も
こ
の
頃
に
入
門
し
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
修
業
に
励
ん
だ
と
さ
れ
る
。
二

人
は
、
勝
川
院
雅
信
門
の
「
二
神
足
」
と
称
さ
れ
、
順
調
に
昇
進
を
遂
げ
て
い
た
が
、

幕
末
・
維
新
の
混
乱
が
起
こ
り
、
幕
府
は
政
情
不
安
に
陥
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
狩
野

派
の
体
制
も
徐
々
に
崩
れ
て
い
っ
た
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
は
、
木
挽
町
に

大
火
が
起
こ
り
、
勝
川
院
邸
が
焼
失
。
さ
ら
に
、
翌
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
雅
邦

は
禄
を
失
う
。
絵
が
売
れ
ず
、
内
職
と
し
て
輸
出
用
の
扇
面
画
や
三
味
線
の
駒
を
売

り
、
生
計
を
立
て
た
話
は
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
妻
・
と
め
子
が
精
神
に
異

常
を
き
た
し
、
自
殺
未
遂
を
繰
り
返
す
な
ど
、
二
十
歳
代
後
半
か
ら
三
十
歳
代
に
か

け
て
は
、
大
変
苦
難
な
道
の
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
兵
部
省
海
軍
で
、
主
に
製

図
係
と
し
て
一
五
年
勤
務
し
、
こ
の
間
、
独
学
で
油
彩
画
を
描
く
な
ど
し
た
。
こ
の

時
期
は
、
か
つ
て
画
壇
の
頂
点
に
位
置
し
た
「
木
挽
町
狩
野
派
」
と
し
て
の
活
動
か

ら
、
一
線
を
引
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
美
術
の
復
興
運
動
に
尽
力
し
て
い
た
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ

ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三

－

一
九
〇
八
）
や
岡
倉
天
心
〔
覚
三
〕（
一
八
六
二

－

一
九
一

三
）
ら
に
見
出
さ
れ
、
芳
崖
と
と
も
に
「
鑑
画
会
」
に
参
加
す
る
。
鑑
画
会
は
、
狩

野
派
の
伝
統
技
法
を
基
盤
に
し
つ
つ
、
西
洋
絵
画
の
立
体
表
現
や
遠
近
法
を
取
り
入

れ
、
新
し
い
「
日
本
画
」
の
創
造
を
企
て
た
美
術
団
体
で
あ
る
。《
秋
景
色
山
水
》（
愛

知
県
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
、
西
洋
絵
画
の
合
理
的
な
遠
近
法
を
取
り
入
れ
た
山
水
画

は
、
鑑
画
会
の
趣
旨
が
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
日
本
画
の

革
新
に
向
け
て
、
五
〇
歳
に
し
て
新
た
な
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

次
の
世
代
を
担
う
画
家
の
「
教
育
者
」
と
し
て
の
道
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
二

（
一
八
八
九
）
年
に
は
、
東
京
美
術
学
校
の
教
諭
に
就
任
。
同
校
で
は
、
後
に
日
本
美

術
院
に
従
事
し
、
朦
朧
体
の
新
画
風
を
展
開
し
た
横
山
大
観
（
一
八
六
八

－

一
九
五

八
）、
菱
田
春
草
（
一
八
七
四

－

一
九
一
一
）、
下
村
観
山
（
一
八
七
三

－

一
九
三
〇
）

ら
の
指
導
を
行
っ
た
。
今
日
、
雅
邦
の
行
跡
に
つ
い
て
は
、「
日
本
画
革
新
に
積
極
的

に
取
り
組
む
一
方
で
、
狩
野
派
の
技
法
を
基
礎
に
自
由
な
創
作
の
道
を
後
進
た
ち
に



一
三
六

拓
い
た
教
育
者
と
し
て
も
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と②
」
評
さ
れ
る
。

　

本
作
の
落
款
印
章
〔
図
2
〕
を
み
る
と
、
墨
書
に
よ
る
署
名
は
、「
明
治
二
十
三
年

秋
（
改
行
）
雅
邦
」
と
さ
れ
、
印
章
は
、
朱
文
変
形
円
形
で
、
印
文
は
「
克
己
」
で

あ
る
。
書
体
は
、《
雪
渓
帰
牧
図
》（
制
作
年
不
明
）
や
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年

の
《
秋
暮
山
郊
》
な
ど
に
似
る
。
印
章
は
、
明
治
三
七
（
一
八
九
九
）
年
の
《
春
秋

田
家
（
耕
作
）》
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。「
克
己
」
と
印
字
さ
れ
た
印
章
は
、
四
〇

歳
代
後
半
（
明
治
一
〇
年
代
）
か
ら
捺
さ
れ
、
六
〇
歳
代
（
明
治
三
〇
年
代
）
に
な

る
と
、「
克
己
斎
」
と
印
字
さ
れ
た
印
章
が
頻
繁
に
捺
さ
れ
る
。
本
作
は
、
書
名
で

「
明
治
二
十
三
年
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と

み
て
よ
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
、
雅
邦
の
状
況
を
概
観
す
れ
ば
、
四
月

に
は
、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
《
秋
景
山
水
（
白
雲
紅
樹
）》（
東
京
藝
術
大
学

蔵
）
を
出
品
し
、
妙
技
一
等
賞
を
受
賞
。
十
月
に
は
、
帝
国
技
芸
員
に
命
じ
ら
れ
、

東
京
美
術
学
校
で
は
教
諭
か
ら
教
授
へ
と
昇
進
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
第
二
の
出
征

と
も
い
え
る
「
過
渡
期
」
を
迎
え
て
い
た
。

　
「
孟
母
断
機
」
を
主
題
に
し
た
作
品
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
制
作
さ
れ
た
、
紀
州
御

殿
の
杉
戸
絵
（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）
が
あ
る
。
ま
た
、
明
治
期
で
は
、
四
条
派
出
身

の
幸
野
楳
嶺
（
一
八
四
四

－
一
八
六
五
）（
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
頃
制
作
・
海

の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
）
や
、
雅
邦
と
楳
嶺
に
師
事
し
た
川
合
玉
堂
（
一
八
七
三

－

一
九
五
七
）（
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
制
作
・
佐
野
市
立
吉
澤
記
念
美
術
館
蔵
）

も
同
主
題
で
作
品
を
残
し
て
い
る
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
古
典
的
な
主
題
で
は
あ
る
が
、

明
治
期
の
日
本
画
家
に
親
し
ま
れ
た
主
題
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

本
作
は
、
横
長
の
画
面
に
、
画
面
右
寄
り
に
対
象
を
配
置
し
、
や
や
俯
瞰
構
図
を

と
る
。
孟
母
〔
図
3
〕
は
、
墨
の
抑
揚
の
あ
る
肥
痩
線
に
よ
り
、
女
性
ら
し
く
丸
み

を
帯
び
た
肉
体
に
造
形
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
短
刀
を
持
つ
右
手
と
織
物
を
抑
え
る

左
手
は
、
筆
線
の
し
な
や
か
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
跪
く
孟
子
に
厳
し
い
眼
差
し
を

向
け
て
い
る
が
、
ど
こ
か
「
品
格
さ
」
も
感
じ
ら
れ
る
。
対
照
的
に
、
孟
子
は
狩
野

派
特
有
の
、
太
く
力
強
い
墨
線
で
造
形
さ
れ
て
い
る
。
孟
母
に
向
か
っ
て
跪
き
、
横

顔
を
覗
か
せ
る
が
、
そ
の
表
情
は
、
明
確
に
は
確
認
で
き
な
い
。
学
業
を
途
中
で
放

棄
し
、
孟
母
に
戒
め
ら
れ
た
孟
子
の
表
情
、
す
な
わ
ち
「
心
情
」
は
、
鑑
者
の
想
像

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
主
題
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
る
、
断
た
れ
た
織
物
〔
図
4
〕

は
、
胡
粉
の
白
を
用
い
て
、
一
本
一
本
の
糸
を
鉄
線
描
で
繊
細
に
描
い
て
い
る
。
胡

粉
は
、
孟
母
と
孟
子
の
着
物
の
襞
に
も
施
さ
れ
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
よ
う
な
効
果
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
画
面
中
央
奥
に
描
か
れ
た
庭
の
樹
葉
〔
図
5
〕
は
、
水
墨

画
の
胡
椒
点
で
点
描
さ
れ
て
い
る
。

　

画
面
全
体
の
色
調
は
、
淡
墨
の
淡
い
灰
色
で
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
孟
母
と
孟
子

の
着
物
に
、
明
る
い
若
菜
色
と
橙
色
を
彩
色
す
る
こ
と
で
、
画
面
に
緊
張
感
を
あ
た

え
て
い
る
。
背
景
描
写
に
注
目
す
る
と
、
碁
盤
目
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
た
敷
石
〔
図

6
〕
が
、
ご
く
細
い
墨
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
画
面
左
奥
か
ら
手
前
に

広
が
る
空
間
の
奥
行
を
強
め
る
た
め
に
、
合
理
的
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
襖
や
机
の

配
置
に
も
、
同
様
の
効
果
を
も
た
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
奥
へ
の
空
間
は
、
画
面

左
か
ら
上
部
に
か
け
て
広
が
る
霞
〔
図
7
〕
に
よ
っ
て
、
曖
昧
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

霞
は
、
淡
墨
で
暈
さ
れ
、
そ
の
形
状
は
大
和
絵
の
伝
統
技
法
「
す
や
り
霞
」
を
彷
彿

と
さ
せ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
作
は
、
あ
く
ま
で
も
伝
統
技
法
に
基
づ
い
て

制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

雅
邦
は
、
東
京
美
術
学
校
・「
日
本
画
科
」
の
授
業
内
で
、
生
徒
た
ち
に
、「
こ
こ

ろ
も
ち
」
を
意
識
す
る
よ
う
に
繰
り
返
し
伝
え
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
、
雅
邦
の



一
三
七

指
導
を
受
け
た
画
家
、
正
木
直
彦
（
一
八
六
二

－

一
九
四
〇
）、
川
合
玉
堂
、
寺
崎
廣

業
（
一
八
六
六

－

一
九
一
九
）
ら
の
回
想
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

　

・
正
木
直
彦

　

�

先
生
自
身
も
必
ず
心
持
を
練
っ
て
、
心
持
が
満
ち
て
か
ら
で
な
い
と
決
し
て

筆
を
執
ら
な
か
っ
た
し
、
筆
を
執
っ
て
も
極
め
て
遅
筆
で
、
苟
く
も
し
た
と

い
ふ
や
う
な
絵
は
滅
多
に
み
ら
れ
な
か
っ
た③
。

　

・
寺
崎
廣
業

　

�

雅
邦
先
生
の
議
論
は
飽
く
ま
で
心
も
ち
で
、
決
し
て
形
の
上
で
は
な
い
と
云

ふ
の
で
、
一
枚
の
絵
を
描
く
に
も
大
に
思
考
を
費
や
さ
れ
た
も
の
で
あ
る④
。

　

・
川
合
玉
堂

　

�

さ
う
。
何
で
も
「
心
持
」
で
し
た
ね
。
雅
邦
先
生
は
…
。
も
う
技
術
じ
ゃ
な

い
。「
心
持
」
と
云
ふ
こ
と
は
始
終
云
は
れ
た
。
趣
き
と
か
云
ふ
こ
と
に
も
通

ず
る
だ
ら
う
し
、
理
想
と
い
う
こ
と
に
も
通
ず
る
だ
ろ
う
し
…⑤

　

こ
れ
ら
の
回
想
か
ら
推
測
す
る
と
、
雅
邦
は
、
技
法
の
卓
越
さ
で
、
作
品
の
完
成

度
を
高
め
る
よ
り
も
、
主
題
の
「
趣
」
や
「
理
想
」
の
表
出
を
重
視
し
た
。
歴
史
画

で
あ
れ
ば
、
登
場
人
物
の
心
情
が
、
画
家
の
工
夫
に
よ
っ
て
鑑
者
に
ど
れ
ほ
ど
伝
わ

る
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
生
徒
が
伝
統
技
法
や
古

典
主
題
の
決
ま
っ
た
型
、
す
な
わ
ち
「
粉
本
主
義
」
に
傾
倒
せ
ず
、「
独
自
性
」
を
も

っ
て
作
品
制
作
を
行
う
こ
と
を
重
視
し
た
。
画
家
の
個
性
を
第
一
に
重
ん
じ
た
こ
う

し
た
指
導
方
法
に
は
、
雅
邦
の
「
教
育
者
」
と
し
て
の
優
れ
た
一
面
が
如
実
に
う
か

が
え
る
。

　
「
孟
母
断
機
」
の
出
典
、『
古
烈
女
伝
』
は
、
中
国
古
来
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
伝

記
を
集
め
た
も
の
で
、
い
わ
ば
女
性
の
「
理
想
像
」
が
著
さ
れ
て
い
る
。
故
事
の
歴

史
的
な
背
景
に
従
え
ば
、
孟
母
が
画
面
の
主
体
を
握
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
改
め
て
本

作
を
み
る
と
、
孟
母
の
表
情
は
、
厳
格
な
面
も
ち
で
は
あ
る
が
、
我
が
子
の
将
来
を

想
う
母
の
「
品
格
さ
」
が
表
出
さ
れ
、
女
性
の
「
理
想
像
」
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
霞
を
効
か
し
、
画
面
に
広
く
余
白
を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
孟
母
の

主
体
性
は
抑
え
ら
れ
、
観
念
的
に
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
孟
子
の
表
情

も
、
明
確
に
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
恐
ら
く
雅
邦
は
、
学
業
を
放
棄
し
よ
う
と
し
た

過
ち
を
省
み
る
孟
子
の
視
点
か
ら
、
主
題
の
情
景
を
構
想
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

孟
子
の
心
情
を
通
し
て
の
、
孟
母
の
理
想
を
鑑
者
へ
暗
示
的
に
問
い
か
け
て
い
る
。

こ
の
点
に
注
目
し
て
本
作
を
み
る
と
、
雅
邦
が
重
視
し
た
、
粉
本
主
義
に
と
ら
わ
れ

な
い
「
独
自
性
」、
す
な
わ
ち
「
こ
こ
ろ
も
ち
」
の
制
作
理
念
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

注①　

略
歴
に
つ
い
て
は
、『
開
館
5
周
年
記
念
特
別
展
〈
小
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
〉
2
没
後

一
〇
〇
年
橋
本
雅
邦
』（
川
越
市
立
美
術
館
、
平
成
二
十
年
）
を
参
照
し
た
。

②　

野
路
耕
一
郎
「
雅
邦
の
居
た
場
所
、
生
き
た
時
代
」
同
書
、
一
一
頁

③　

荒
木
直
彦
『
回
顧
七
十
年
』（
学
校
美
術
協
会
出
版
部
、
昭
和
一
二
年
四
月
）

④　

寺
崎
廣
業
「
形
よ
り
心
も
ち
」（『
絵
画
誌
』
大
正
四
年
二
月
）
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⑤　

川
合
玉
堂
「
雅
邦
に
就
く
」（『
美
術
評
論
昭
和
』
昭
和
一
二
年
四
月
）

主
要
参
考
文
献

　

・	『
春
草
没
後
八
〇
周
年
記
念　

天
心
傘
下
の
巨
匠
た
ち
―
初
期
作
品
を
中
心
と
し

て
』（
飯
田
市
美
術
博
物
館
、
平
成
三
年
）

　

・	『
開
館
5
周
年
記
念
特
別
展
〈
小
江
戸
文
化
シ
リ
ー
ズ
〉
2
没
後
一
〇
〇
年
橋
本
雅

邦
』（
川
越
市
立
美
術
館
、
平
成
二
十
年
）

　

・	『
狩
野
芳
崖
と
四
天
王
』（
求
龍
堂
、
平
成
二
九
年
）

挿
絵
出
典

　

図
1

－

7　

筆
者
撮
影
。



一
三
九

図 ₁　橋本雅邦《孟母断機図》

図 ₂　《孟母断機図》落款 図 ₃　《孟母断機図》（部分）
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四
〇

図 ₄　《孟母断機図》（部分）

図 ₅　《孟母断機図》（部分） 図 ₆　《孟母断機図》（部分）

図 ₇　《孟母断機図》（部分）


